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第１４ １号８恢９月　会報シルバーたからづか乙吸２

セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発

活
動
の
ご
案
内

　
１
０
月
ば
Ｉ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
苦
反
啓
発
促
進
月
間
」
と
し
て
、

今
庄
各
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
、
事
気
合
及
位
発
活
動
を
展
開
し
ま

　
当
セ
ン
タ
ー
も
、
セ
ン
タ
ー
を
挙
げ

て
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
区
・
地

歌
垣
を
治
め
、
会
員
皆
様
の
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
Ｆ
‘

目
的

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

社
会
的
意
義
、
ま
た
、
そ
の
活
動
内

容
を
広
く
地
域
住
民
の
皆
様
や
行
政

機
関
心
と
に
二
死
解
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
入
会
の
働
き

か
け
、
お
よ
び
就
業
似
合
の
拡
大
に

側
け
た
、
年
間
を
通
じ
た
活
動
に
加

え
、
よ
り
一
層
効
果
的
な
洽
及
啓
発

活
坦
を
皿
示
し
ま
す
。

実
施
期
間

１
０
月
１
目
～
１
０
月
３
１
口
口

三
、
実
崔
内
容

　
Ｔ
）
全
シ
協
、
兵
シ
協
が
主
催
す
る

　
　
　
諭
及
啓
発
事
業
へ
の
参
加

　
（
二
）
地
域
団
体
へ
の
地
域
貢
献
ボ

　
　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加

　
テ
）
人
公
の
促
進
、
と
り
わ
け
女
性

　
　
　
会
員
の
入
会
促
進

　
（
四
）
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大
に
努

　
　
　
め
る

　
（
五
）
安
全
就
業
の
推
進
と
健
康
管

　
　
　
理
の
徹
底

　
（
六
）
　
１
０
月
の
「
シ
ル
バ
ー
の
目
」
に

　
　
　
併
せ
、
地
区
・
地
核
班
を
ば
し

　
　
　
め
役
職
員
に
よ
る
駅
前
な
ど
で

　
　
　
の
普
及
啓
発
活
動
の
展
開

　
（
七
）
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催

◆
主
な
　

駅
耶
で
の
｀
一
－

　
昨
年
に
引
続
き
、
阪
急
宝
塚
、
Ｊ
Ｒ

す
塚
、
阪
悪
逆
瀬
川
、
阪
急
山
本
の
各

駅
前
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
役
職
員
、

事
業
開
拓
員
、
お
よ
び
地
区
・
地
域
班

の
役
員
が
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
配
布
し
て
普
及
啓
発

活
動
と
、
清
福
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
1
0
月
３
日
（
月
）
に
行

兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
協
会
か
ら
の
ご
案
内

◆
「
平
成
2
8
年
度
兵
庫
県
シ
ル

　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
推
進
大
会
」
開
催
の
ご
案
内

日
時
　
平
成
2
8
年
1
0
月
2
0
日
（
本
）
、

　
　
　
1
3
吟
～
１
６
時

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
　
場
所

願
い
し
ま
す
。

「
第
３
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
」
開
優

　
１
０
月
１
５
目
（
十
）
、
９
時
か
ら
汗
時

ま
で
セ
ン
タ
ー
事
捨
所
、
駐
車
場
内
で

開
催
致
し
ま
す
。

　
過
去
２
回
、
会
場
に
使
用
さ
せ
て
い

た
た
い
て
い
仁
巾
役
所
の
占
段
ボ
ー
ル

が
改
修
工
事
の
た
め
、
今
川
は
日
程
を

縮
小
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
、
独
白

事
業
の
小
物
販
売
、
養
父
市
シ
ル
バ
ー

神
百
島
圓
文
化
情
報
ビ
ル
４
Ｆ

根
方
ホ
ー
ル

神
戸
市
中
央
区
束
川
崎
町

１
－
［
り
－
７
‐

交
通
　
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
、
市
営
地
下
鉄
海

　
　
　
岸
線
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
駅
よ

　
　
　
り
徒
歩
約
１
０
分
、
高
速
神
戸
駅

　
　
　
よ
り
徒
歩
約
１
５
分

※
表
形
式
　
ヽ
永
年
会
員
・
職
員
表
彰
、

　
　
　
　
室
善
弘
呆
「
事
訪
ぞ
口
座
胞
衣
娠

※
展
示
即
売

※
講
演
一
楽
し
く
実
践
’
・
　
認
知
性
予
防

　
　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
が
栽
培
し
た
無
農
　
※
講
師

薬
の
新
米
、
同
じ
く
無
農
薬
の
野
栗
沢

売
な
ど
を
行
い
ま
す
、

　
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
、
巾

氏
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（
今
泉
開
拓
委
員
会
）

固
ご
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
サ
ー

予
防
老
年
学
研
究
部
長

　
　
　
　
島
田
　
裕
之
　
氏

※
参
加
無
料
　
参
加
者
に
粗
品
進
呈

お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
兵
車
県
シ
悦
づ
・
・
人

　
材
セ
ン
タ
・
暗
合

　
　
（
ａ
０
７
８
３
７
１
８
０
１
２
）

り

ー
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社
会
参
加
支
援
活
動

◆
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

　
８
月
2
4
日
（
水
）
、
１
１
時
～
2
2
時
、

市
立
永
眠
中
央
公
園
で
一
宝
塚
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
～
み
ん
な
で
剔
ろ

う
玉
本
祭
り
～
一
が
行
わ
れ
た
。
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
夏
の
風
物
詩
で
今
年
は
熊

本
の
復
興
支
援
の
た
め
、
熊
本
の
物
産

販
売
も
行
わ
れ
、
く
ま
モ
ン
の
登
場
も

あ
っ
て
例
年
以
ド
の
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
社
会
参
加
支
接

活
勤
の
ぶ
で
し
て
毎
年
会
場
内
の
清

掃
と
自
転
車
俗
趣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
、
ま
た
事
業
開
拓
委
員
に
よ
る
入

会
活
動
・
就
業
機
会
剔
出
猟
に
よ
る
諭

及
啓
発
活
動
、
子
育
て
交
接
班
に
よ
る
、

親
子
特
づ
く
り
コ
ー
ナ
ゝ
　
の
開
設
、
手

芸
同
好
会
に
よ
る
手
作
り
小
物
の
皿

示
・
販
売
や
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
阻
売
を
紆

フ
≒
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▲理事長挨拶

▲会場内清掃の様子▲駐輪場整理の様子

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者

　
会
場
内
清
掃
班
（
1
8
名
）

　
　
板
倉
冑
　
　
岩
城
正
」
」

　
　
上
野
照
夫
　
　
小
西
太
一
郎

　
　
島
谷
信
次
郎
　
杉
谷
安
止

　
　
高
瀬
紘
一
　
　
綴
本
則
行

　
　
田
中
城
　
　
辻
田
順
次

　
　
渡
海
輝
明
　
中
西
進

　
　
平
尾
茂
樹
　
増
本
　
ミ
キ

　
　
松
打
見
嗣
　
　
山
岡
照
率

　
　
山
崎
友
之
　
　
四
谷
光
造

自
転
車
整
理
班
（
2
0
名
）

　
．
み
‥
川
敏
雄
　
魚
蜜
豆
一

内
隔
監

太
田
原
将
之

辻
敏
昭

巾
留
帽
輝

西
口
弘

長
谷
川
克
己

山
口
利
男

平
山
保
孝

中
島
止
明

郎

人
川
忠
利

柴
田
憤
雄

土
川
源
治
郎

中
山
輝
誰

酉
出
孝

且
筒
Ｔ
耶

山
根
勉

中
多
武
士

和
田
芳
明

親
子
物
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
（
９
名
）

　
女
体
一
日
に
菌
　
　
介
西
紀
英
子

　
杉
山
ち
よ
　
　
田
村
岡
不

　
無
足
自
失
子
　
長
洲
桂
子

　
中
嶋
諒
子
　
平
石
峯
子

　
吉
円
美
代
子

▲子育て支援班による親子物づくリコー

　ナーの梯子

rぎ皿･’‘’.!..－て嘱･皿゛．･．ｋ－’
▲復興支援のために「くまモン」登場

事
務
局
か
ら
お
礼

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
会
場
内
の
清
掃
、

自
転
車
整
理
、
親
子
物
づ
く
り
ヲ
上
ノ

’
－
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、

お
斡
い
申
、
最
後
ま
で
太
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
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安
全
委
員
会
だ
よ
り

●
６
月
～
「
／
月
の
事
故
内
容

　
　
　
　
平
成
2
8
年
７
月
末
現
在

前

年

度

晨

28ﾙﾃﾞ

／

２
伴
２
件

損
害

３
件
‾I

伴

傷

害

★
損
害
事
故
１
件

●
内
容
　
定
期
清
掃
に
て
ホ
リ
ッ
シ
ヤ

　
ー
を
使
用
中
、
窓
ガ
ラ
ス
と
接
触
し
、

　
ガ
ラ
ス
に
ヒ
ビ
が
入
っ
た
。

●
注
意
点
　
機
械
を
使
用
し
て
作
業
す

　
る
際
に
は
、
使
用
方
法
及
び
使
用
範

　
囲
を
守
る
と
と
も
に
、
動
作
に
余
裕

　
を
特
っ
て
作
業
す
る
こ
と
、

★
傷
害
事
故
１
件

●
内
容
楠
木
剪
定
中
、
地
上
筒
1
.
7
ｍ

　
の
塀
上
で
作
莱
中
、
足
を
踏
み
外
し

　
て
転
落
。
右
足
睡
を
骨
折
し
た
。

●
注
意
点
　
高
所
で
の
作
業
の
際
ば
、

安
全
帯
の
使
用
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
安
全
帯
が
使
用
出
来
な
い
不

安
定
な
場
所
で
は
作
業
を
行
わ
ず

に
、
脚
立
等
を
使
用
し
て
作
業
す
る

Ｏ
Ａ
Ｆ

◆
安
全
巡
回
指
導
を
実
施

　
８
月
８
口
（
月
）
、
１
３
時
～
１
４
時
3
0

分
、
安
全
委
員
会
は
予
告
な
く
抜
き
打

ち
で
公
園
班
の
除
草
作
業
の
巡
回
指
導

を
行
っ
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
け

じ
め
除
草
作
業
を
行
う
の
に
相
応
し
い

浪
浪
、
装
備
な
ど
正
し
く
整
え
ら
れ
て

作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

こ
の
後
も
出
続
き
安
全
作
業
の
継
続
を

お
願
い
し
た
。
併
せ
て
酷
暑
の
こ
の
時

季
、
く
れ
ぐ
れ
も
熱
巾
症
対
策
に
万
全

を
期
し
て
い
た
だ
く
ｙ
」
と
を
重
ね
て
お

願
い
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
全
委
員
会
）

▲巡回指導を行う安全委員

地
区
・
地
域
班
活
動

◆
良
元
２
の
１
地
域
班

　
末
広
小
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
の

　
下
草
刈
り
と
清
掃
の
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア

　
６
月
２
１
目
（
火
）
、
９
時
3
0
分
～
１
２

時
ま
で
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
小
学

校
の
美
化
の
一
助
に
と
毎
年
行
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。
前
口
口
の

雨
で
足
元
の
悪
い
申
で
は
あ
っ
た
が
、

参
加
者
５
名
が
快
い
汗
を
流
し
、
予
定

ど
お
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

▲清掃ボランティアに汗を流す地域班会員

◆
良
元
３
の
２
地
域
班

　
親
睦
ハ
イ
キ
ン
グ

　
７
月
２
１
日
（
本
）
、
９
特
3
0
分
、
８

名
の
参
加
で
実
施
。
池
胆
巾
の
呉
服
神

社
、
五
月
山
公
園
、
池
田
城
跡
公
開
な

ど
五
月
山
の
ふ
も
と
の
名
所
、
旧
跡
を

巡
り
暑
い
中
、
快
い
汗
を
流
し
た
Ｉ
目

で
あ
っ
た
。

▲池田城跡公園　櫓風展

　望休憩舎

◆
地
域
班
総
会
開
催
状
況

○
良
兄
３
の
１
地
域
班

　
６
月
１
６
口
口
呆
）
、
１
５
時
～
・
１
６
付

　
く
ら
ん
ど
人
権
セ
ン
ク
ー
に
て
、

　
８
名
出
遊

○
長
尾
―
の
４
地
域
班

　
７
月
3
0
日
（
上
）
、
１
４
時
～
１
５
時
、

　
市
立
共
同
利
用
施
設
出
本
会
館
に

　
て
、
Ｈ
名
出
席
。

地
域
班
の
活
動
報
告
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
広
報
委
員
会

４
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互
助
会
活
動
　
　

‐
‐
‐

‐
‐

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
今
年
度
第
１
回
ギ
ワ
リ
ン
グ
大
会
は
、

８
月
１
０
口
口
（
水
）
、
１
０
竹
１
０
分
か
ら
Ｒ

Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
宝
塚
店
に
て
開
催
さ
れ

石
名
が
参
加
し
た
ブ
｝
‐
［
‥
打
互
助
会
合
長

の
挨
拶
に
続
き
準
備
体
操
を
行
い
、
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
祀
．

恥i〕，
　一　　　加

一‾｀ブl｀り
☆
入
賞
者

準優
優
勝勝

鎌古内本

売悟三志

３
　
位
百
里
順
一

ヒ
ア
イ
ー
ス
営

郎

３
０
６
占
…

２
９
７
占
…

２
８
７
占
い

中
嶋
諒
子
　
２
５
８
点

＿r肩ﾚ.1＼＿琴　●

▲古本会員、鎌内会員、仮屋会員、中嶋会員

◆
互
助
会
か
ら
行
事
予
定
の
お

　
知
ら
せ

1
.
工
場
見
学

　
　
1
0
月
２
１
日
頃
実
施
の
予
定
、
行

　
先
は
９
月
に
決
定
し
ま
す
。

2
.
研
修
旅
行

　
　
１
１
月
１
６
口
（
水
）
、
と
１
１
月
９
９
］
目

　
（
火
）
に
２
班
に
分
け
て
実
施
の
予

　
定
。
行
先
に
・
９
月
に
決
定
し
ま
す
。

3
.
第
２
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
来
年
２
月
７
日
（
火
）
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｘ

　
Ｄ
Ｉ
宝
塚
店
に
て
実
施
予
定
、

　
互
助
会
行
事
の
参
加
募
集
に
つ
い

て
に
そ
の
都
度
、
互
助
会
だ
よ
り
士
ご

案
内
い
た
し
ま
す
、

就
業
先
訪
問

　
今
回
は
、
社
会
福
粧
法
人
ひ
ょ
う
ご

障
害
福
桓
事
業
協
会
一
は
ん
し
ん
自
立

の
家
」
の
洗
濯
業
務
を
ご
紹
介
す
今
宝

塚
市
美
幸
町
に
あ
る
「
は
ん
し
ん
自
立

の
家
」
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持

っ
た
人
が
一
人
の
社
会
人
と
し
て
、
自

分
の
音
字
心
で
主
体
的
に
自
由
に
生
活
す

る
場
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
障
害
者

支
援
施
設
で
あ
る
．

「
は
ん
し
ん
自
立
の
家
」
訪
問
記

　
８
月
１
８
日
（
本
）
、
「
は
ん
し
ん
自
立

の
牢
」
を
訪
問
し
た
ご
こ
」
で
は
現
在
６

名
の
シ
ル
バ
ー
会
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
就
業
し
て
い
る
。
主
な
業
務
は
、

入
居
者
５
１
人
分
の
衣
類
や
身
の
回
り

品
の
洗
濯
業
務
が
中
心
で
あ
る
。

　
業
務
用
の
大
型
洗
濯
機
で
洗
濯
を

行
い
、
同
じ
く
業
務
用
大
型
乾
燥
機
で
、

乾
燥
さ
せ
た
後
、
衣
類
を
折
り
た
た
み
、

入
居
者
各
人
の
か
ご
へ
仕
分
け
る
。

　
ひ
と
く
ち
に
洗
濯
と
言
っ
て
も
、
５
１

人
分
の
衣
類
と
な
る
と
相
当
な
量
で
、

６
畳
ほ
ど
の
作
業
場
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど

の
洗
濯
物
が
集
ま
る
そ
う
だ
。
特
に
冬

場
は
衣
類
も
増
え
る
の
で
、
ま
す
ま
す

忙
し
く
な
る
と
い
う
。

　
就
業
し
て
い
る
会
員
は
、
皆
さ
ん
手

際
の
良
い
作
業
が
印
象
的
で
あ
っ
た
が
、

時
々
起
こ
る
の
が
仕
分
け
の
間
違
い
。

名
前
を
間
違
え
て
他
の
人
の
カ
ゴ
ヘ
入

れ
て
し
ま
う
事
か
お
る
。
こ
う
し
た
間

違
い
を
な
く
す
た
め
に
、
似
た
名
前
の

人
を
リ
ス
ト
化
し
て
注
意
を
払
っ
て
い

る
そ
う
だ
。

　
就
業
会
員
の
一
人
は
０
９
仕
事
の

や
り
が
い
に
つ
い
て
、
「
入
居
者
の
方

か
ら
、
『
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
も
ら

言
ふ
の
り
が
と
う
』
と
声
を
か
け
て
も

ら
え
る
の
が
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
一

と
話
し
て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
（
広
報
委
昌
ノ
佐
野
純
）

▲洗濯物をたたんでかごへ整理する作業

－

; ⊃
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事
務
局
だ
よ
り

◆
空
き
地
（
空
き
家
）
管
理
事
業

　
協
定
を
締
結

　
当
セ
ン
タ
ー
は
新
炭
車
聡
と
し
て

始
め
た
Ｉ
空
き
地
（
空
き
家
）
管
理
事
業
一

¬・-
つ
き
、
８
月
2
5
目
（
木
）
、
宇
佐
市
と

空
地
及
び
左
京
呼
の
適
正
な
管
理
の

推
進
に
関
す
る
協
定
一
を
締
結
し
ま
し

た
、
今
後
ば
当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

本
事
業
に
つ
い
て
市
が
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な

ど
連
作
を
図
っ
て
い
く
｝
一
と
に
な
り
ま

宝塚雀と公益社団法人宝塚密シルバー人材センターとの　‾「
空地及ぴ空家等の適正な管理の推進に●する協定鐘鑓式　　‰

作
圀
一
万

回
｝
・
Ｓ
Ｊ
・

１

▲調印後、ﾎ帝結書を手にする中川市

　長と古村理事長

◆
明
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
が
視
察
訪
問

　
８
月
叩
一
目
（
月
）
、
明
有
半
シ
ル
バ
ー

Λ
何
セ
ン
タ
ー
か
ら
理
事
長
を
含
む
２

名
の
方
々
が
当
セ
ン
ク
ー
マ
笑
施
し
て

い
る
宇
ぎ
元
（
空
き
家
）
管
理
事
業
の
内

容
等
に
つ
い
て
視
察
に
宛
所
さ
れ
た
。

　
同
率
業
に
つ
い
て
明
石
市
シ
ル
バ

ー
入
付
言
レ
タ
ー
白
ら
の
質
疑
応
答
今

川
セ
ン
タ
ー
が
実
崖
し
て
い
る
事
業
内

容
々
ど
に
づ
い
て
息
災
交
換
を
行
っ
仁
。

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
活
動
の
支
援
を
要
望

▲明石市ＳＣと意見交換を行う

　
８
月
2
2
日
二
月
）
、
兵
車
６
区
選
出

の
人
中
上
府
衆
犠
飛
犠
［
只
ヘ
　
ー
仕
合
の

担
い
手
一
を
実
践
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
谷
レ
タ
ー
事
業
に
係

わ
る
袖
肋
奈
と
公
具
事
業
の
今
年
度
以

ド
の
確
保
」
な
ど
を
宇
と
し
た
支
援
要

望
書
を
、
当
ゼ
ン
タ
ー
古
紆
坪
半
長
が

伊
丹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

長
と
と
も
に
提
出
し
一
・
ぶ
し
た
。

　
ま
た
、
同
様
に
中
平
巾
長
と
石
倉
市

議
会
議
長
に
も
同
要
望
書
を
手
交
し
て
、

支
援
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

◆
会
員
の
状
況

　
（
人
退
今
昔
と
会
員
の
お
く
や
み
け

６
月
～
７
月
末
、
そ
の
他
は
７
月
末
）

会員数　　１，１３４人

人合致　　　　　２７名

退会者　　　　　３５名

平均年齢　　　７ ２．３歳

　　会員のおくやみ

仲村　兼一　　　　７２歳

配　分　金
-

支払い日のお知らせ

10月14目(金)

11月15日(火)

12月15副木)

９月就業分

10月就業分

ｎ月就業分

☆
お
願
い

　
就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業
完
了

後
、
ま
た
は
翌
月
の
３
口
口
ま
で
に
提
出

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
チ
ラ
シ
配
布
就
業
会
員
募
集

　
事
務
局
で
は
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布

が
で
き
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
就
業
可
能
な
方
は
事
務
局
に
一
希

望
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
備
え
て
い
ま

す
の
で
、
事
務
局
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

６




	page1
	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1

	Copied Bookmark
	page1


